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　どもたちの学校での様子を見ていると、 「ずるい
ぞ！」「ずるくないよ！」という言い合いを耳に

することがあります。モノを分ける、道具を使う、 係
や役割をめぐって、 きまりを守ったかどうか、 時には、
先生の方針について、「ずるい」「ひいきだ」といった
判断を声高に主張します。いったい子どもたちは、ど
んな場合を「ずるい」と判断するのでしょうか。特に、
モノを分け合ったり、役割を分担したりするような、
分 配 に 関 す る 正 義 は、 分 配 的 正 義（Distributive 
Justice）とよばれています。

公正観の発達

　分配的正義についての認識は、子どもの成長ととも
に発達すると考えられています。ところが大人は、こ
うした子どもの認識をあまり考慮せず、つい慣習的に
正解を与えようとするところがあります。一つしかモ
ノがないとき、二人が存在していれば、そのモノを半
分にして、 「さあ、半分ずつにしたから喧

けん

嘩
か

しないよ
うに」といった解決法です。
　しかし、子どもたちの判断は、必ずしも大人と一致
するわけではありません。
　小学校低学年は、利己的欲求が強い時期なので、誰
もが自分に多くしたいと考えます。「自分のほうが体
が大きいから」などと、いろいろな理由をつけて「利
己的分配」を主張します。そのうち、「絶対同じがい
い！」という「均等分配」を求めるようになります。
理由を尋ねると、「そのほうが喧嘩しないから」と答
えます。
　中学年を過ぎると、「がんばった人に、よりたくさ
んあげてもいい」という、貢献度に応じた「公平分配」
を望む子どもが出てきます。高学年以上になると、「必
要としている人に、より多くあげてもいい」と、個々
が置かれている状況や立場を考えることができるよう

になります。さらには、相手に多くあげる「愛他的分配」
ができる子も登場してきます。

子どもに理由を考えさせてみよう

　こうしたモノやコトの分配を、誰にとっても公平だ
と思えるように話し合い、生活の中で解決していく機
会を与えることは、子どもたちの認識を豊かなものに
していきます。大人が一方的に、あるいは慣習的に「は
い、喧嘩しないように半分ね」「はい、順番ね」とい
う単純な解決法を示してしまうと、大人が思う以上に

「ずるい！」という不満をもたせるかもしれません。
　例えば、 コンテストで、どんなにがんばっても、他
の子と同じ参加賞をあげるほうがいいのか、 貢献度に
応じて賞を変えるほうがいいのか。子どもたちの意見
に耳を傾けることは、子どもの公正観の発達を知るこ
とになり、また、子どもが納得のいく解決のプロセス
を考えるきっかけをつくることになります。
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渡辺弥生●わたなべ やよい

第 3 回 子どもたちが思う「ずるい！」とは

真相究明のため、情報開示を求めるオンライン
署名を行いました。企画した学生は、こうした
ことが起こってしまう国の在り方への怒りと同
時に、今まで問題に背を向けてきた自分にも怒
りを感じたといいます。同級生に外国ルーツの
子がいて、これは私の友達の問題なんだと、参
加した学生もいました。自分が身近で大切にし
ていることから、問題をたぐり寄せ、インター
ネットなども生かして、社会を変えようとして
いく若者の姿には、希望を感じます。
　当事者がどんなに声を上げても、社会の仕組
みやマジョリティの態度が変わらないかぎり、
根本的解決にはつながりません。報道などを
きっかけに、多くの人が「おかしいよ」と声を
上げて初めて、行政や国の重い腰が動くのです。

マジョリティが変わるために
　差別に苦しむ当事者がつらい経験を話してく
ださるのは、メディアや、それを聞く人に、問
題を託すためです。当事者は、「この声を広げ
てください。この声が世界を変えるきっかけに
なりますように」と、メディアにバトンを手渡
すのです。しかし、メディアが、「当事者だけ
の問題」として報じてしまうと、いつまでも、
その声を「消費」するだけになってしまいます。
　ウィシュマさんの取材では、コロナ禍の中、
彼女の故郷であるスリランカの実家を訪ね、ご
家族や知人の話を聞きました。ニュースとして、
彼女がどのように亡くなったのかを伝えるのも
大事ですが、それに終始してしまうと、彼女が、
悲惨な被害者のシンボルとして「消費」されて
しまうだけだと考えたからです。彼女は一人の
人間として生きてきた。どのように生きてきた
のかが伝わらなければ、命が奪われたという重
みも伝え切れない。そう考えての取材でした。
　ウィシュマさんのご家族は、つらい現実を突
きつけられながら、「人間を人間として扱って
ほしい。それを繰り返さないための仕組みを
作ってほしい」というメッセージを私たちに伝
えてくれました。「人間を人間として扱ってほ
しい」と誰かに言わせてしまっているのが、私
たちの今の社会です。社会を変えていくのは、

バトンを託された私たちなのです。
　新著『あなたのルーツを教えて下さい』では、
外国にルーツをもつ多くの人々に取材しました。
彼らは、個人の努力で困難を乗り越えてきまし
た。それらを、「美しい話」で終わらせないこ
とが必要です。差別の問題を、マイノリティ個
人の努力に矮小化しているからこそ、ウィシュ
マさんのようなことが起きているのです。マイ
ノリティにがんばらせる社会じゃない社会を目
ざしたい、この本は、そんな投げかけとして書
いたものです。

情報社会を生きる子どもたちへ
　今は、巨大なホースから水（情報）が出てい
て、そこに直接口をつけて水を飲みなさいと言
われているような時代だと思います。常に、い
いねボタンを押す？ 押さない？ と、立ち位置
の表明を求められ、SNSでは、自分が発した言
葉に、多くの同意が集まると、それが世界の全
てだと錯覚してしまいそうになる。インター
ネットは、自分の世界を広げてくれているよう
で、実は狭めているものなのかもしれません。
　そんな今だからこそ、立ち止まって考えるこ
とが必要だと思います。フェイクニュースでは
ないかな？ リツイートして誰かを傷つけない
かな？ と立ち止まり、自分と対話する。SNS
で誰かとつながることと同じくらい、「自分と
の対話」を大切にしてもらいたいと思います。




